
「２０２１年の時事用語」 

心理屋ブログ 心と体を解きほぐす 

●社会の風潮  

① 

2015 年の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」のこと。 

2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標であり、地

球上の「誰一人取り残さない」ことを誓う。１７のゴールから構成。 

② 
代替肉（植物性の原料で肉の食感に近づけたもの）や人工肉（培養肉）、

昆虫食が注目されている。背景に、畜産による環境負荷の削減がある。 

③ 
男女の違いで生じている格差のこと。世界各国の男女格差の指数では、

日本は世界 156 カ国中 120 位であり、格差解消が大きな課題。 

④ 

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」 から、植林、森

林管理などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにす

ることを意味する。日本政府は２０５０年までに温室効果ガスの排出

を全体としてゼロにすると宣言した。 

⑤ 

「多様性」のこと。性別や年齢・国籍・人種・障害の有無といった違

いだけでなく、宗教や価値観・趣味嗜好・職務経験・受けてきた教育

などの違いも認め、尊重し合うことを意味する。 

  

●新型コロナ関連  

⑥ 

ウイルスが増殖するなかで遺伝情報の一部が変異して、性質の一部が

変化したもの。新型コロナウイルスも２週間で１箇所程度の速度で遺

伝情報が変異していると考えられている。「デルタ株」もそのひとつ。 

⑦ 
2 回目の新型コロナワクチン接種を受けてから 2 週間後以降に、新型

コロナウイルスに感染すること。 

⑧ 
「新しい生活様式」という意味。新型コロナウイルスによって、以前

とは違った生活様式がノーマル（標準、平常）になること。 

  

●経済活動  

⑨ 

世界で支配的影響力を持つ IT 企業群の通称。Google、Apple、

Facebook（“Meta”に社名変更）、Amazon、そして Microsoft の

5 社を指す。 

⑩ 

アメリカの動画配信サービス。世界で約 2億人のユーザーがおり、日

本でも 500 万人以上が加入している。作品の多さと、ハイクオリテ

ィなオリジナル作品があり、年々登録者数を伸ばしている。 

⑪ 
進化した IT 技術を普及させることで人々の生活をより良いものに変

革すること。国や企業が取り組みを進めている。 

⑫ 
毎月（もしくは毎年）一定額を支払うことによってサービスが受けら

れるビジネスモデルのこと。聴き放題、見放題、使い放題などがある。 

 


